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「東

ア
ジ
ア
仏
教
学
」
に
依
る
中
国
密
教
思
想
(史
)
の
再
構
築

―中
国
密
教
思
想

の
二
大
潮
流
―

小

島

岱

山

一

「
東

ア
ジ

ア
仏
教

学
」

と

は
何

か

「東
ア
ジ
ア
仏
教
学
」
と
は
、
中
国
大
陸
及
び
韓
半
島
の
仏

教
史

蹟

を
踏
査
し
て
収
集
し
た
資
料
と
文
献
研
究
に
依

っ
て
採
取
し
た
資
料
と

を
統

一
的

に
理
解
し
、
か
つ
日

・
中

・
韓

の
三
国
の
仏
教
思
想
を
比
較

融
合
し
、

さ
ら
に
は
宗
派
や
学
派
に
こ
だ
わ
ら
な
い
仏
教
学
を
言
う
。

さ
て
、
「学
」
と
言
う
以
上
、
そ
れ
を
構
成
す
る
基
本
概
念
が

存

在

し

な
け
れ
ば

な
ら

な

い
。
「東
ア
ジ
ア
仏
教
学
」

に
は
、
三
つ
の
重
要
な

基
本
概
念
が
あ
る
。

一
つ
に
は
、
「仏
教
文
化
圏
」、

二
つ
に
は
、
「系
」

し
よ
う
き

三
つ
に
は
、
「性
起
思
想
」
と
い
う
三
概
念
で
あ
る
。

「
仏
教
文
化
圏
」
の
概
念
規
定
そ
の
も
の
は
、
読
ん
で
字
の
如
し
で
、

難
し
い
も

の
で
は
な
い
。

「系
」

の
概
念
と
は
、
あ
る
思
想
、
な
い
し
は
あ
る
文
化
的
事
象
の
、

空
間
的
、
或
は
時
間
的
影
響
関
係
の
広
が
り
、
或
は
つ
な
が
り
全
体
と

い
う
意
味
で
あ
る
。
た
だ
し
、
例
え
ば
、
五
台
山
系
仏
教
文
化
圏
と
あ

れ
ぽ
、
そ
れ
は
、
地
理
上
の
山
の
つ
な
が
り
と
し
て
の

「
山
系
」

の
意

味
で
あ

っ
て
、
こ
こ
で
述
べ
て
い
る

「系
」
の
概
念
と
は
無
関
係
で
あ

る
。
五
台
山
系
華
厳
思
想
、
五
台
山
系
仏
教
と

い
う
よ
う
に
、
「華
厳
」、

「思
想
」
、
「仏
教
」
と
言

っ
た
言
葉
と
結
び
つ
い
た
時
に
、
こ
こ

で
論

じ
て
い
る

「系
」

の
概
念
が
関
係
す
る
。
「文
化
圏
」
と

い
う

言
葉
と

一
緒
に
使
用
さ
れ
る
時
の
み
、
無
関
係
と
な
る
。

「性
起
思
想
」
は
、
五
台
山
系
華
厳

の

「性
起
思
想
」
で
あ

っ
て
、

「
不
起
の
起
」
、
「起

の
不
起
」、
或
は
、
無
条
件

で

「仏
が
心
地
に
現
在

す
る
」
な
ど
と

い
う

よ
う

な
、
如
来
蔵
的
発
想
の
終
南
山
系
華
厳
の

「
性
起
思
想
」
と
は
全
く
異
な
る
。
こ
こ
で
言
う
と

こ
ろ

の

「性
起
思

想
」
と
は
、
性
無
即
万
有
、
性
無
即
妙
用

(大
用
)
と

い
う
理
事
無
磯

の
思
想
を
指
す
。
性
無
は

一
切
皆
無
、

一
切
皆
空
の
理
を
意
味
し
、
性

無
は
性
空
と
も
表
現
さ
れ
る
。
し
た
が

っ
て
、

こ
の
理
は
、
別
相
、
個

別
、
可
分
の
理
で
は
な
く
、
総
相
、
全
体
、
不
可
分
の
理
で
あ
る
。
ま

た
、
万
有
、
妙
用

(大
用
)
は
、
無
蓋
無
限
無

凝
な
る
在
り
方

を
し

た
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は
た
ら
き

お
お

事
事
無
擬
の
世
界
で
あ
り
、
妙
な
る
用
、
大
い
な
る
用
の
実
践

の
世
界

そ
の
も

の
で
も
あ
り
、

一
真
実
の
世
界
で
も
あ
る
。

性
無

即
万
有
、
性
無
即
妙
用

(大
用
)
の

「
性
起
思
想
」
は
、
色
即

是
空
、
空

即
是
色
の
世
界
を
宇
宙
大
の
規
模
に

(厳
密
に
は
、
無
限
の
極

微
か
ら
無
限
の
極
大
の
規
模
に
)
拡
大
し
た
思
想
と
も

言
え
、
唯
心
、
頓

悟
の
思
想
世
界
で
も
あ
る
。
そ
し
て
、
具
体
的
観
法
と
し
て
は
、
五
台

山
系
華
厳

の
宝
色
光
明
観

(仏
光
観
、
自
光
観
)
で
体
解
さ
れ
る
。

五
台
山
系
華
厳
の

「性
起
思
想
」
を
論
理
的
に
述
べ
れ
ば
、
A

(性

無
)
は
A

(性
無
)
で
あ
れ
ば

こ
そ
、
A

(性
無
)
は
そ
の
ま
ま
で
、
そ

の
つ
ど
非
A

(万
有
、
妙
用
、
大
用
)
と
な
る
、

と
言
い
表
せ
よ
う
。
A

(性
無
)
は
A

(性
無
)
と
し
て
の
性
質

(何
も
な
い
と
い
う
有
り
様
)
を
決

し
て
変
え
る
こ
と
が
な
い
か
ら
こ
そ
、
そ
の
つ
ど
A

(性
無
)
は
A

(性

無
)
の
ま
ま
非
A

(万
有
、
妙
用
、
大
用
)
と
な
る
、
と
い
う
こ
と

で
あ

る
。
A

(性
無
)
が
変
化
し
て
非
A

(万
有
、
妙
用
、
大
用
)
に
な

る
と

か
、
A

(性
無
)
か
ら
非
A

(万
有
、
妙
用
、
大
用
)
が
生
ま
れ

て
く

る

と
か
と
言

っ
た
意
味
で
は
全

く
な

い
。
あ
く
ま
で
も
A

(性
無
)
は
A

(性
無
)
で
あ
れ
ぽ

こ
そ
、
そ
の
つ
ど
A

(性
無
)
は
そ
の
ま
ま
で
非

A

(万
有
、
妙
用
、
大
用
)
と
な
る
、
と

い
う
意
味

で
あ

る
。
こ
れ
は
言
わ

ば
、
究
極
的
で
、
か
つ
、
ぎ
り
ぎ
り
の
、
す
な
わ
ち
完
壁
な
る
矛
盾
の

論
理
と
言
え
よ
う
。
さ
ら

に
ま
た
、
万
有
、
妙
用

(大
用
)
の
世
界
に

お
け
る
無

壷
無
限
無
凝
な
る
在
り
方
を
論
理
的
に
述
べ
れ
ば
、
互
い
に

肯
定
的
関
係
に
あ
る
存
在
と
存
在
と
が
、
相
互
に
相
手
の

一
切
の
可
能

性
と
必
然
性
の
必
要
条
件
と
な
り
合

っ
て
調
和

す

る

こ
と
、
と

な

ろ

う
。
こ
の
論
理
も
ま
た
、
東
洋
的
調
和
の
極
地
の
論
理
と
見
倣
し
得
よ

う
。
こ
れ
以
上
の
調
和
の
論
理
、
す
な
わ
ち
慈
悲
の
論
理
は
、
お
そ
ら

く
存
在
し
な
い
の
で
は
な
い
か
と
筆
者
に
は
思
わ

れ

る
。

し

た
が

っ

て
、
万
有
、
妙
用

(大
用
)
の
世
界
は
事
事
無
擬
の
世
界
で
あ
る
と
知
ら

れ
、
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
性
無
即
万
有
、
性
無
即
妙
用

(大
用
)
の

世
界
は
、
理
事
無
擬
に
支
え
ら
れ
て
事
事
無
凝
が
存
在
し
て
い
る
世
界

と
言
え
る
し
、
理
事
無
擬
の
中
に
事
事
無
擬
が
取
り
込
ま
れ
、
包
摂
さ

れ
て
い
ゐ
世
界
と
も
言
え
よ
う
。
李
通
玄

(
六
三
五
ー
七
三
〇
)
は
、

こ
の
よ
う
な
性
起
思
想

の
全
体
を
、

一
言
で
、
「智
」
と
呼
び
、
実
践

的
に
敷
衛
さ
せ
て
、
「理
智
行
無
擬
」
と
も
表
現
し
た
。

こ
の

「性
起
思
想
」
は
、
五
台
山
系
華
厳
思
想
の
大
成
者
李
通
玄
に

よ

っ
て
構
築
さ
れ
た
思
想
で
あ
り
、
東

ア
ジ

ア
の
全
仏
教
思
想
を
総
合

統

一
し
、
か
つ
体
系
づ
け
る
た
め
の
基
準
の
思
想
と
し
て
、
最
も
効
力

の
あ
る
思
想
と
筆
者
は
考
え
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば

こ
そ
、
筆
者
は
、
「東

ア
ジ
ア
仏
教
学
」
を
構
成
す
る
基
本
概
念
の

ひ
と

つ
と

し
て
、
こ
の

「性
起
思
想
」
を
採
用
し
た
。
詳
し
く
は
、
筆
者
の
編
集

に
な

る

『
新

華
厳
経
論
資
料
集
成
』
(大
蔵
出
版
、
平
成
四
年
十
月
刊
)
を
参
照
し
て
い

た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

二

五
台

山
系
密

教

思
想

五
台
山
系
仏
教
文
化
圏
に
、
仏
頂
尊
勝
陀

羅
尼
経
橦

へ
の
信
仰
に
始
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ま
る
密

教
思
想
の
流
れ
が
存
在
し
て
い
た
の
は
確
実
と
言
え
よ
う
。
五

台
山
を
中
心
と
す
る
五
台
山
系
仏
教
文
化
圏
に
は
、
仏
頂
尊
勝
陀
羅
尼

経
憧
が
多
く
存
在
す
る
。
今
、
五
台
山
系
仏
教
文
化
圏

に
存
す
る
、
仏

頂
尊
勝
陀
羅
尼
経
橦
を
列
記
し
て
み
る
と
、

①

吉
祥
寺
陀
羅
尼
経
橦

(山
西
省
介
休
県
、
開
元
二
七
年
、
西
暦
七
三

九
年
造
立
)

②

揚
□
仙
造
陀
羅
尼
経
橦

(山
西
省
鳳
台
県
、
天
宝

一
二
年
、
西
暦
七

五
三
年
造
立
)

③

王
守
忠
陀
羅
尼
経
橦

(山
西
省
聞
喜
県
、
永
泰
元
年
、
西
暦
七
六
五

年
造
立
)

④

王
劉
趙
珍
等
造
陀
羅
尼
経
憧

(山
西
省
鳳
台
県
、
開
成
四
年
、
西
暦

八
三
九
年
造
立
)

⑤

仏
光
寺
陀
羅
尼
経
橦

(山
西
省
五
台
県
、
大
中

二

年
、
西
暦
八
七

〇
年
造
立
)

⑥

郭
存
実
造
陀
羅
尼
経
憧

(山
西
省
鳳
台
県
、
天
祐
十
八
年
、
厳
密
に

は
。
遼
の
神
冊
六
年
、
西
暦
九
一
=

年
造
立
)

⑦

挾

石
山
上
方
院
記
中
仏
頂
尊
勝
陀
羅
尼
経

(山
西
省
鳳
台
県
、
遼

代
、
西
暦
九
二
〇
年
代
造
立
か
)

⑧

石
仏
寺
陀
羅
尼
経
橦

(山
西
省
虞
郷
県
、
遼
代
、
西
暦
九
二
〇
年
代

造
立
か
)

⑨

雁
塔
寺
陀
羅
尼
経
憧

(山
西
省
猜
氏
県
、
建
隆
三
年
、
西
暦
九
六
二

年
造
立
)

⑩

保
寧
禅
院
陀
羅
尼
経
橦

(山
西
省
聞
喜
県
、
開
宝
七
年
、
西
暦
九
七

四
年
造
立
)

⑪

保
寧
寺
陀
羅
尼
経
憧

(山
西
省
聞
喜
県
、
淳
化
二
年
、
西
暦
九
九
一

年
造
立
)

⑫

唐
興
寺
陀
羅
尼
経
橦

(山
西
省
聞
喜
県
、
天
聖
六
年
、
西
暦
一
〇
二

八
年
造
立
)

⑬

宝
雲
寺
陀
羅
尼
経
憧

(山
西
省
浮
山
県
、
明
道
二
年
、
西
暦

一
〇
三

三
年
造
立
)

⑭

唐
興
寺
陀
羅
尼
経
憧

(山
西
省
聞
喜
県
、
明
昌
六
年
、
西
暦

<

九

五
年
造
立
)

と
な
る
。
こ
れ
ら
の
石
碑

(石
橦
)
資
料
の

一
覧
表
を
見
て
、
ま
ず
注

目
さ
れ
る
こ
と
は
、
同

一
種
類

(同

一
内
容
)
の
石
碑

(石
憧
)
が
、

五

台
山
を
中
心
と
す
る
五
台
山
系
仏
教
文
化
圏
と
い
う
同

一
の
地
域
で
、

ほ
ぼ
四
百
五
十
年
間
に
も
わ
た

っ
て
造
立
し
続
け
ら
れ
て
い
る
と
い
う

事
実
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
は
、
中
国
金
石
史
上
、
希
有
の
事
柄

で
あ
り
、
仏
頂
尊
勝
陀
羅
尼
経
信
仰
が
こ
の
地
域
に
於
い
て
如
何
に
強

烈
な
も
の
で
あ

っ
た
か
が
御
理
解
い
た
だ
け

よ
う
。
五
台
山
は
、
中
国

は
言
う
ま
で
も
な
く
、
東
ア
ジ
ア
世
界
に
お
け
る
最
大
の
仏
教
信
仰
の

中
心
地
な
の
で
あ

っ
て
、
そ
の
文
化
圏
で
、
仏
頂
尊
勝
陀
羅
尼
経
橦
の

造
立
が
連
綿
と
続

い
て
い
た
と
い
う
こ
と
は
、
五
台
山
系
仏
教
文
化
圏

に
、
五
台
山
系
密
教
思
想
と
称
す
べ
き
、
密
教
思
想
の

一
大
潮
流
が
存

在
し
て
い
た
と
考
え
ざ
る
を
得
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
こ
の
仏
頂
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尊
勝
陀
羅
尼
経
は
、
、
五
台
山
の
文
殊
信
仰
と
深
く
関
係
し
、
し
か
も
五

台
山
信
仰
を
利
用
し
て
密
教
を
広
め
ん
と
し
た
不
空
の
密
教
と
も
関
連

し
、
さ
ら
に
は
、
五
台
山
が
本
来
、
華
厳
経
の
専
修
道
場
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
華
厳
経
の
文
殊
信
仰
と
も
重
な
り
、
結
局
の
と
こ
ろ
、
五
台
山

系
密
教
思
想
の
基
盤
は
、
金
剛
頂
系
、
す
な
わ
ち
不
空
系

の
密
教
思
想

と
い
う
性
格
を
お
び
る
こ
と
に
な

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
し
て
、
こ
の

一
大
潮
流
は
、
五
台
山
系
仏
教
文
化
圏
を
領
土
内
に

治
め
る
遼

(九
〇
七
―

一
一
二
五
)
の
国
の
仏
教

(思
想
)
に
奔
流
と
な

っ

て
流
れ
込
ん
だ
の
で
あ
り
、
遼
代
の
仏
教
を
代
表
す
る
密
教
は
、
縢
し

く
五
台

山
系
密
教
思
想
そ
の
も
の
と
な

っ
た
の
で
あ
り
、
ま
た
、
そ
れ

を
象
徴
す
る
も
の
と
も
な

っ
た
の
で
あ
る
。
遼
代
の
密
教
学
者
と
し
て

は
、
燕
京

の
円
福
寺

の
総
秘
大
師
覚
苑

(
一
〇
三
三
ー

一
〇
九
〇
?
)
と

五
台
山

の
金
河
寺
の
道
殿

(生
没
年
不
詳
。
覚
苑
に
や
や
遅
れ
る
)
と
が
有

名
で
あ
る
。
覚
苑
は
、

一
行
の
大
日
経
義
釈
に
註
を
施
し
て
、
演
密
紗

十
巻
を
著
し
た
。
こ
れ
を
見
る
と
、
華
厳
の
円
融
思
想
に
よ

っ
て
密
教

の
教
義

を
会
通
せ
し
め
た
も
の
で
あ
る
と
分
か
る
。
ま
た
、
道
殿
は
、

顕
密
円
通
成
仏
心
要
集
二
巻
を
著
し
た
。
こ
の
書

の
後
序
に
よ
れ
ば
、

道
殿
は
禅

に
参
じ
、
道
教
を
も
学
び
、
さ
ら
に
は
華

厳

の
教

宗

を
究

ひ
と

め
、
五
台

山
に
あ

っ
て
は
顕
密

の
奥
義

に
通
達
し
、
人
が
空
有

・
禅
律

を
以
て
相

い
争
ひ
、
ま
た
、
壇
儀
印
契
真
言
声
字
を
以
て
真
理
と
な
し

て
未
だ
秘
奥
の
神
宗
を
語
ら
ざ

る
を

慨
嘆

し
て
、

一
行

の
大
日
経
義

釈
、
及
び
覚
苑
の
演
密
紗
な
ど
に
よ

っ
て
、
顕
密
円
通
成
仏
心
要
集
二

巻
を
著
し
た
と
あ
る
。
こ
の
書
の
基
本
的
立
場
は
、
華
厳
円
教
と
密
円

と
は
教
理
に
於
い
て
同

一
で
あ
る
と
い
う
も

の
で
あ
る
。
な
お
、
こ
こ

で
留
意
す
べ
き
は
、
五
台
山
系
密
教
思
想
の
大
成
者
と
称
し
て
よ
い
覚

苑

・
道
殿
の
二
師
は
、
同
じ
く

一
行
の
義
釈
を
論
述
し
て
い
る
の
で
、

遼
の
密
教
は
善
無
畏
系
の
密
教
思
想
、
す
な
わ
ち
、
胎
蔵
系
の
密
教
思

想
に
属
す
る
か
の
よ
う
に
受
け
取
ら
れ
が
ち
で
あ
る
が
、
彼
ら
二
人
の

著
述
内
容
そ
の
も
の
か
ら
み
る
と
、

二
人
の
密
教
思
想
は
共
に
華
厳
と

そ
の
教
系
を
同
じ
く
す
る
不
空
系
の
密
教
思
想
、
す
な
わ
ち
金
剛
頂
系

密
教
思
想
と
な

っ
て
い
る
の
が
分
か
る
。
こ
れ
よ
り
、
五
台
山
系
密
教

思
想
は
、
厳
密

一
致
の
密
教
思
想
で
あ
る
と
知
ら
れ
よ
う
。

さ
ら
に
ま
た
、
五
台
山
系
密
教
思
想
で
特
徴
的
な
事
柄
は
、
釈
摩
詞

術
論
に
対
す
る
疏
が
盛
ん
に
製
作
さ
れ
た
と

い
う
点
で
あ
る
。
志
福
の

通
玄
紗
、
法
悟
の
賛
玄
疏
、
守
篠
の
通
賛
疏

の
三
種
の
疏
は
、
い
ず
れ

も
遼
代
の
も
の
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な

事
実

も

ま
た
、
遼
代
の
密
教

が
、
厳
密

一
致
の
密
教
で
あ

っ
た
こ
と
を
裏
が
き
し

て

い
る
と

言
え

る
。

つ
い
で
な
が
ら
、
「東
ア
ジ
ア
仏
教
学
」

の
立
場
よ
り
申

し
述

べ

れ
ば
、
日
本
の
明
恵
の
密
教
思
想
も
、
厳
密

一
致
の
五
台
山
系
密
教
思

想
で
あ
り
、
そ
の
思
想
的
基
盤
は
、
五
台
山
系
華
厳
思
想
の
大
成
者
の

顕
教
妙
厳
長
者

・
李
通
玄
の
華
厳
思
想
に
存
す
る
こ
と
は
、
今
さ
ら
論

ず
る
ま
で
も
な
か
ろ
う
。
さ
ら

に
ま

た
、
「
東
ア
ジ
ア
仏
教
学
」
の
立

場
よ
り
論
ず
れ
ば
、
高
麗

の
義
天
の
撰
し
た

『
新
編
諸
宗
教
蔵
総
録
』

(『義
天
録
』)
に
あ
る
通
り
、
高
麗
仏
教
に
与
え
た
遼
代
仏
教
の
影
響
は
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「
東

ア
ジ
ア
仏
教
学
」

に
依

る
中
国
密

教
思
想

(
史
)
の
再
構
築

(小

島
)

九
八

計
り
知
れ
な
い
も

の
が

あ
る
。
韓
国

(高
麗
)
の
密
教
思
想

の
基
盤
も

ま
た
、
厳
密

一
致
の
五
台
山
系
密
教
思
想
と
言
え
よ
う
。

以
上
、
全
く
の
概
略
的
素
描
と
い
う
か
た
ち
で
は
あ
る
が
、
五
台
山

系
仏
教
文
化
圏
に
、
五
台
山
系
密
教
思
想
と

い
う

一
大
潮
流
が
存
在
し

た
こ
と
が

御
理
解
い
た
だ
け
た
も
の
と
思
う
。
今
や
、
日

・
中

・
韓
の

三
国
を
視

野
に
容
れ
た
仏
教
思
想
研
究
を
行
わ
な
け
れ
ば
、
仏
教
そ
の

も

の
が

立
ち
ゆ
か
な
い
時
代
に
な

っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
よ

う
な
時
代

に
際
し
、
密
教
思
想
研
究
に
つ
い
て
も
、
従
来
と
は
全
く
違

っ
た
視
点

よ
り
、
す

な
わ

ち
、
「東
ア
ジ
ア
仏
教
学
」
の
立
場
よ
り
、

中
国
密
教
思
想
史
、
い
や
東
ア
ジ
ア
密
教
思
想

(史
)
を
見
直
す
必
要

が
あ
ろ
う
。
な
お
、
五
台
山
系
密
教
思
想
の
根
本
を
、
構
造
的
に
端
的

に
言
え
ば

、
理
事
無
凝
の
密
教
思
想
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

三

終

南

山
系

密

教
思

想

こ
ち
ら

の
密
教
思
想
の
流
れ
は
、
従
来
言
わ
れ
て
き
た
、
長
安
を
中

心
と
す
る
都
の
密
教
思
想
の
流
れ
で
あ

っ
て
、
現
実
的
場
面
で
の
基
本

的
特
徴
は
、
理
論
性
と
貴
族
性
に
あ
る
。

こ
の
二
つ
の
特
徴
は
、
例
え

ば
、
長
安

で
密
教
を
学
ん
だ
日
本
の
空
海
な
ど
に
も
引
き
継
が
れ
て
い

る
。
終
南

山
系
仏
教
文
化
圏
に
於
い
て
も
仏
頂
尊
勝
陀
羅
尼
経
憧
が
造

ら
れ
た
が

(例
え
ぽ
、
陳
西
省
西
安
府
香
城
寺
の
陀
羅
尼
経
橦
、
唐
の
太
和
八

年
、
西
暦
八
三
四
年
造
立
)、
五
台
山
系
仏
教
文
化
圏
に
比
較
し
て
、
は
る

か
に
少
な

い
。
む
し
ろ
、
終
南
山
系
仏
教
文
化
圏
の
終
南
山
系
密
教
思

想
の
流
れ
の
中
に
あ

っ
て
は
、
金
剛
界
曼
陀
羅
図
や
胎
蔵
界
曼
陀
羅
図

が
、
寺
院
の
中
で
よ
り
多
く
描
か
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
し
た
が

っ

て
、
曼
陀
羅
図
に
着
目
し
て
密
教

(思
想
)
を
捉

え
る
立
場
は
、
終
南

山
系
密
教
思
想
の
流
れ
の
中
に
立
つ
も
の
と
言
え
、
中
国
の
も
う

一
つ

の
密
教
思
想
の
流
れ
と
し
て
の
五
台
山
系
密
教
思
想
の
流
れ
を
全
く
無

視
し
た
立
場
で
も
あ
る
と
見
倣
し
得
よ
う
。

終
南
山
系
密
教
思
想
の
根
本
を
、
構
造
的

に
述
べ
れ
ば
、
例
え
ば
空

海
が
華
厳
思
想
を
、
理
事
無
擬
の
性
起
思
想
を
実
質
的
内
容
と
す
る
極

無
自
性
心
と
し
て
把
握
し
、
そ
の
極
無
自
性
心
を
超
越
し
た
と
称
し
て

第
十
住
心
を
密
教

(真
言
)
の
世
界
と
し
て
い
る
の
を
見
れ
ば
分

か
る

よ
う
に
、
事
事
無
凝
の
密
教
思
想
で
あ
る
。
五
台
山
系
密
教
思
想
が
荒

野
の
密
教
思
想
と
す
れ
ば
、
終
南
山
系
密
教
思
想
は
都
会
の
密
教
思
想

と
分
類
で
き
ょ
う
。
事
事
無
磯
に
力
点
が
置
か
れ
て
い
る
の
も
、
そ
の

た
め
で
あ
る
。
た
だ
し
、
筆
者
が
主
張
す
る

五
台
山
系
華
厳
の
性
起
思

想
の
立
場
か
ら
論
ず
れ
ば
、
空
海
の
言
う
第
十
住
心
と
い
う
の
は
、
理

事
無
凝
の
性
起
思
想
の
中
に
包
摂
さ
れ
て
い
る
事
事
無
磯
の
世
界
を
、

言
葉
上
、
強
調
し
た
に
す
ぎ
ず
、
空
海
の
第
十
住
心
は
総
相
、
全
体
、

不
可
分
の
理
を
根
本
と
す
る
、
五
台
山
系
華
厳
の
理
事
無
擬
の
性
起
思

想
の
世
界
を

一
歩
も
出
て
は
い
な
い
。
そ
の
証
拠
に
、
空
海
は
最
後
ま

で
、
法
身
の
理
に
こ
だ
わ

っ
て
い
る
。

〈キ
ー
ワ
ー
ド
〉

五
台
山
系
密
教
思
想
、
終
南
山
系
密
教
思
想

(華
厳
学
研
究
所
長
)
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